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:
.
.

:
斯
ぐ
、一
時
、
輸
入
を
禁
止
せ
ら
れ
た
る
、
外
國
製 

毛
織
物
は
次
い
で
>
 

永
ぐ
、
禁
Jf
c

せ
ら
る
>
Z

ビ̂
な 

&;
■

、
_
: 

I

四
六
五
年
八
啟
以
後
、'英
國
，內
に
存
す
る
外
國 

«
毛
織
物
«
之
を
沒
收
す
、
：
但
し
、

I
r
e
l
a
n
d

或

W
a
l
e
s

 

齋
の
も
の
及
、
海
上
の
敵
船
よ
り
、
獲
た
る
も0:

は
、
此 

限
&
に
非
ず
。>
>宣
言
せ
.
&れ
た
.。(A

c
t
s
.
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E
d
w
p:
r
d
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p
 

o
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w

)

加
之
が
同
六
七
年
：に.到
レ
て
は
、
羊
毛
織 

絲
並
に
、
洗
張
前
の.織
物
®
ft
出
は
、
ft
上

た

.る
織 

物
に
課
#.
ら
‘る
べ
き
蹐
魏
に
よ
-る
.國
庫
の
收
.入
を
滅 

じ
人
民
の
職
業
の
：

；

一
胄
を
も
奪
ふ
も
0

な

る
が
故 

に
、
.之
れ
を
禁Jh
す
と
命

す

る

，
に

到
つ
た
o 

(
A
c
t
v

 7
,

 

.
^
0

 ̂
:p 

o
. 

2

.*.Macphersbn.

前

揭 pV 

6
700
よ

v
y 

o 

 ̂

: 
.
.
. 

, 

•

.
以
上
の
如
く
、
. E

d
w
a
r
d

四
世
の
政
府
は
、
羊
毛
輸 

W

よ
办
も
霉
ろ
、
-織

物

輸

出

.の

獎

勵

を
.計
办
>

•«
ら
、
-.

X
業
保
課
に
努
め
允
る
も
の
で
あ
る
0

へ
ン
タ
ー
七世
を
以
て
始
ま
る
、Tu

d
o
r

王
朝
は
商 

エ
を
業V

す
る
中
層
階
級
の.上
に
侬
賴
せ
る
も
の
で.*'

,
る
。
貌
等
は
長
§
薔
薇
戰#
に
於
て
も
、

@
力
之
に
關 

.係
す
る
を
避
け
、
唯> 
己
む
ベ
が
ら
ざ
る
場
合
に
の
み 

加
は
り
、
兩
家
の
就
れ
の
勝
利
を
も
願
ふ
事
な
^

其 

主
た
る
旬
的
は
勝
利
者
ご
結
ば
んe
す
る
に
あ
つ
た
。 

彼
等
、'中
層
_
級
は
>

其
業
に
.專
心
し
て
，
自
已
の
她 

位
の
確
立
^
多
发
の
勞
を
費
せ
り
ど
は
雖も
、

乙
は
、 

彼
等
•が
實
に
徹
底
的
に
、
國
民
に
あ
り
な
が
ら
國
事
を 

へ
意
^
せ
ざ
る
態
度
を
續
け
た
る
によ
^
N
T、
爲
し
得
^
 

る
所
$
あ
る
。
貴
族
等
が
內
亂
化
よ
り
て
、
疲
弊
せ
る 

.
間

に

中

層

階

級

ば

銳

意

、-

富
の
集
積
^

努
力
し
た
り
し 

:

結
舉
、
從
來
、
僧
職
に
よ
る
か.、
戰
揚
の
武〖

功
^

よ
ら 

ざ
る
限
り
望
む
を
得
ざ9
し
榮
達
の
途
は
、
貨
幣
に
よ 

:

る

富

の

力

を

以

て

開

か

る

、

こ

ど

、
な

ゎ

、

富

i
海
a ； 

0.
た
：̂
に

其'紙

會

狗

差

，
别
の

.‘
M
-M
を
*
た

すT

き
■手
段

e
な
つ
化
み
で
办
る6 

.外
國
質
爲
は
、
他®
民
^
！
の
搽 

.觸
に
i

り
て
新

思

想

を-»
へ
,>知

的
...

限
界
：を
擴
大
し 

れ
。.
‘參

大

，
の

危

險

ご

辛

苦

€
を

含

み

 
>
:
惡
路
並
に
盗
賊 

^
戰
ふ
商
人
は
與
氣
:?
.忍

耐
.̂
を
必
'耍
‘，
ご

し

、

彼

等

. 

の
^
活

は

、，
.
企

業的
精
神
。-
胃
險
心
を
異
常
に
振
興
し| 

れ

。
;'
;

V

I

谛
業
的
精
神
は
、
：
社
#

全
般
に
浸
潤
し
^
致
富
の
途 

^

說
か
ざ
る«

は
、
何
人
ネ
願
る
も
の
«

く
、
當
時
旣 

1
2
大
陸
代
興
り
し
、
文
藝
復
興
の
氣
運
も
未
だ
英
國
に 

て
多
く
の
感
興
を
惹
く
に
到
ら
ざ
り
し
ニ
因

;̂
實

に

茲| 

に
存
す
る
，で
あ
ら
ぅ
。
：
中
世
的
諸
制
度
が
.其
構
成
喪
素 

，相
®

間
め
軌
櫟̂

ょ

义

次

第

に

倒

墩

しo
.つ
^
る
間 

K

、
新
咏
代
の
嬝
大
喪
素
^

る
べ
：き
中.餍
階
級
: ^

益

油
~ 

香
力
を
增
加b

勃
興
し
づ
、
あ
つ
だ
。

.

.斯
る
：過

渡

の
.時
代
.の
.經
濟
舶
變
化
が
國
民
牲
に
及
ぼ 

せ
る
影
響
も
亦
、.頌
る
狻
雜
な
る

：

性
質
を
有
す
る
。:

1

 ヾ

部
は
善
に
し
て
、

一
部
は
惡
で
あ
る
.。
ff
i
lも
結
爲
新
希

笫

十

六

卷0
01

七)

雜

錄
“芾發達ミ

. 望
を
啓
發
し
如
國
民
の
骑
蓮
を
必
然
の
も
の
と
し
れ
。

此
過
渡
の
混
a
の
裡
に
起
も
し
、
窖
惡S
見
る
べ
き
現 

象
す
ら
尙
、
滅o

し
行
く
國
民
に
見
ら
る
ベき

諸
徵
，に 

あ
ら
中
し
て
、
活
力
に
溢
れ”
益
々
發
育
し
行
く
國K 

に
見
ら
る
ベ
き
害®
で
あ
る
。
民
族
進
步
の
爲
め0 .
諸 

力
の
自
ら
其
裡
に■

活
蹯
せ
る
を
.見
る
の
で
あ
る
。

.

而
し
て
へ
ン
タ
ー
七世
の
秩
序
維
持
の
決
意
並
に
其 

開
明
な
る
商
業
政
策
は
國
民
の
歡
迎
す
る
所
年
な
り
、 

新
王
政
はp

s
d
a
l
i
s
m

崩
.壞
の
上
に
建
設
せ
ら
れ
た
。
 

.兹
に
^
て
、
强
太
な

.

る
.
.
.
.政
府
'
©
下

に

、

中

層

階

級

.の
冀 

ふ
所
は
只
管
に
、
屯
和
裡
に
あ
b

て
"

羊

宅

を

生

長

せ 

し
め
、
織
機
を
動
か
し
ゝ
或
は
海
に
航
し
て
、
經
濟
的 

.繁
榮
に
專
心
す
る
こ
S
で
あ
つ
た
。(
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十

六

餘
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四
〇
八)

雜

：
へ
：
錄

：

羊

モ

工

業

の

發

達

と.

M
e
I
C

-tr
*
a

.aAdyentureJ.S 

第

三

號
.

r
八

到
る
迄
に
、
成
熟
の
域
に
達
し
、
國
家
に
於
け
る

一

勢
る
國
民
と
も
同

一

待
遇
を
.受
く
べ
き
學
。
他
國
よ
り
英 

カ
た
名
の
地
位
を
得
、

」

へ
ン
ジ
ー
七
世
の
治
世
に
、

國

R

齎
ら
す
ft
.め
、
金
溆
地
金
の
二
 

I

デ
ル
ラ
ン

ド
、 

Merchant 

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

の
名
は
初
めて
、
公

文

書

に

を

通

過

輸

送

し

得

べ

：
き
事
P
其
他
の
規
約
を
締
結
し 

用
ひ
&
る
る
事̂
な
つ
れ
o
而

し

て

、

」
一

四
九
一

一

一年
フ
た
る
も
の
•
で

^
る
。

(
L
u
c
a
s
: 

English 

Overseas 

ラV

ダ
ー

請
候̂
;
英
國
芩
の
間
に.
葛
藤
を
生
じ
、
其| 

Enterprise p. 

6
6
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M
a
c
p
h
e
r
s
o
n
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A
n
n
a
F
v
o
l
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人
民
及
貨
物
は
英
國
よ.6
放
遂
せ.^

:

る

、
ヒ
典
に
？
 

j 

o
. 8-

1
0
,
)

Merchant A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

も
其
本
部
を
食
与
£
^
よ

り

英

國

の

政

治

的

中

心

た

る

，ロ
.ン
ド
ン
は
、
'又
商
業 

C
a
l
a
i
s

に
#
すベきを命せられたる如危機

'に

的

中

心

を

な

し

、

M
e
r
c
h
a
n
t

 A
dventurers

の
發
生
地
に 

處
し
て
謬
ら
ず
ノ
觉
ぐ
其
有
カ
な
る
會
社
た
る
の
實
を一：
し
て
特
R

Mercers G
u
i
l
d

に
最
も
密
接
な
る
關
係
を 

瞪

明

し

た

り
^

稱
せ
&

れ
て
居
る
'

.:
:

°
此
後
、
兩
國
間
有
す
る
は
旣
に
記
し
た
所
で
あ
る
。
斯
く
て
、

ロ
ン
ド 

の
修
交
の
囘
復
せ
ら
れ
し
は
、
同
九
六
年
に
於
け
る
シ
商

A :
'

は
其
勢
力
を
利
用
し
て
、
當
初.6

s

oo
d

の
入 

Intercursus 

M
a
g
n
u
s
:

な
る
條
約
に
よ
，

C
N、

雨

國

民

各

社

金

は

後

に

は10
0

 s. 

F
l
e
m
i
s
h

ミ
な
b

>
遂
に
は
英 

.
々

.0

相
互
取
引
の
自
由
。
：商
人
>
;
海
徵
等
が
譴
身
用
の

(
貨
’
‘

2

9 

k引
上
げ
、
之
に
よ
り
て
、

ロ
ン
ド
ン
以
外 

'武
器
を
携
帶
し
得
る
事
。
：
或
は
漁
業
。
；
海
賊
0

兩
國
0

:-

の
商
人
：^

該
貿
舄
R

從
禀
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
 

> 

其 

敵
_

船
舶
に
關
し
。
兩
國
船
舶
の
避
難
®
雨
國
海
岸
に
.

利
益
を
龍
斷
せ
ん
:̂

企
て
た
の
で
あ
る
。
其
結
果
、

へ： 

於
け
る
.難
破
船
內
の
貨
物
所
有
權
。
海
上
掠
奪
防
止
に
ン
タ

ー

七
世
の
治
世
に
到
ゐ
ま
で
、
殆
ど
同
祉

0

全
員 

對
す
‘る
方
策
o
.
兩
國
商
人
の
國
內
居
住
及
他
の
如
何
な4
 

ロ
y
ド
ン
商
人
に
し
で
、
其
統
轄
の
任
に
あ
る
も
0

ば
海
外
在
住
の
■ロ
ン
ド
シ
商
人
で
あ
る
。
：
全
べ
て
同
社 

に
鴉
す
る
を
得
ざ
る
商
人
は
該
貿
易
に
携
る
を
得
ず
、

主
要
物
產
た
る
織
物
は-
、
販
路
を
制
限
せ
ら
るS
I

S
 

S

な
!)
:
'、

己
む
な
く

 

ロ
ン
ド
シ
忙
輸
送
し
ヤ
-
生
產
費
以 

ド
^
て
す
ら
賣
却
す
る
の
已
む
な
き
に̂
る

力

之 

^

确
^

に
ょ
&
て
輸
入
せら

る

る

、
外
國
品
は
異
常
の 

高
價
^

な
り
、
都
市
の
繁
榮5:
阻
寄
し
、
國
庳
へ
の®
 

稅
吹
入
を
威
少
せ
し̂

る

に

到

^
/
*
一

 

般
の
羽
益
に
反 

す

る

も

の

と認
め
ら
れ
"

茲

に

：一
四
九
六
年
の
法
令
に 

f

,

入
社
金
0

額
を
制
限
し
て̂

^

p
t•を

超 

ゆ
べ
炉
ら
？

し
、
，右
の
金
額
を
支
拂
ふ
時
は
、
總
へ 

て
の

英

國

人

は

今

後

、自
由
に
、
該
貿
易
に
從
事
す
る
を 

得
べ
も
の
ミ
定
め
ク
其
，排
他
的
.性
質
を
緩
和
す
る
ミ 

同
時
に
、
入
社
金
賦
課
を
公
認'1
-

>

^

&

|、I

?

 

t
i
r
s

の
地
位
を
鞏
固
な
る
も
の
^
な
し
れ
の
で
あ 

る

0.(
s
c
h
a
n
z
:

 

H
a
n
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l
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■

而
し
て
、
右
の
法
‘令
は
-£
に
次
の
如
き
、

へ
ゾ
リ
ー 

ヒ
*
及
フ
ィ
リ
ツ
ブ
大
公(sovereign of Netherland)

ビ
0

間
0

條
約
に
ょ
り
て
驢
が
れ
れ
。
即
？
英
國
產
毛 

«
#
に
脅
す
る
：、

I

 

f
l
o
r
i
n

の
新
關
税
及
其
他
の
新 

税
は
之
を
悉
く
發
止
し
，
大
公
領
內
に
於
て
は
.、
唯 

•

a

l

e

r

sを
除
く 

(

同
地
織
物
エ
業
保
鏡
の
た
，め

)

’以 

外
の
地
R

於
て
：英
國
製
毛
織
物
は
自
由
.に
輸
入
せ
ら 

れ
、
：
販
賣
さ
れ
得
べ
き
事
。
並
枚
、
大
公
及
其
後
繼
者
- 

が
、.
課
稅
を
な
す
が
如&

事
あ
る
場
合
に
は
英
國
王
は. 

本
條
約
及
餽
存
"

諸
條
約
を
破
棄
し"

二

ー

.デ

ル

ラ

ン 

ド
、
迖
の
通
商
を
絕o

の
自
由
を
有
す
べ
き
旨
を
約
定 

し
^
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a
c
p
H
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r
s
o
n
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n
a
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r

く
、
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M

貿
易
の
發
展
を
計
り
し
、
へ
ン
リ
ー
七
世
は
、
觅
に
完
全 

な
る
組
織
制
度
を
興.へ
ん
S

し
た
，。
一
五
〇
五
年
。
，
當 
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§

名
稱
を
記3

れ
た
。

'
.全

立

法

、
.司
法
.、

-^
f
政

の*
は
一
人
の
0
。
<

^§
1 

及
.ニ

十

四

人

の
.
.

A
s
s
i
s
t
a
n
t

ょ

り

な

る

.
執

政

機

關

の

孽
 

搌

す

るr
に
レ

イ

、

之

等

諸

投
:*
袖

重

要

地

に

於

け

る
‘ 

1
1
£
«
員
の
全
員
に
よ
-'
(
)な
る
、
0
6
1
1
0
3
:
3
1

C
o
u
r
t,

こ
よ 

A
て
選
;«
せ
ふ
る
。
洪
海
外
に
あ
:6
ビ

，
國
內
に
あ
る 

;-
2
1を
^

t
lt'
、
全
ft
員
:^
‘悉
く
、，
右
の.
.

Qoverning 

B

o

d

^

^
'.
o
l
r
a
i 

c
o
u
r
t
:

に
服
從
し
、‘其
地
方
役
1 

.の
選
任
七
も
简
>
.そ
の
指
®
を
仰
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